
松戸市総合計画



多世代がともにいきいきと思い思いに暮らすことができるまち やさシティ、まつど。

松戸市長
本郷谷 健次



1



　松戸市（以下、「本市」という。）では、平成１０年（１９９８年）４月に、基本構想・

前期基本計画・実施計画からなる松戸市総合計画を策定し、その後、平成２３年

（２０１１年）に、後期基本計画を策定し、「住んでよいまち、訪ねてよいまち」を目指

してまちづくりを進めてきました。

　平成２７年（２０１５年）には、松戸市人口ビジョン・松戸市総合戦略を策定し、平

成２９年（２０１７年）には、総合戦略に掲げた目標を実現するためのアクションプ

ランとして、第６次実施計画を策定し、健全財政の確保を基本とし、できる限り次
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これまでの総合計画の「基本計画」及び「総合戦略」の役割をもつこと

　　※総合戦略では、明確な目標と重要業績評価指標（ＫＰＩ）を設定し、

　　　効果検証・改善を図ることとされており、基本目標毎に「数値目標」を、

　　　施策毎に「重要業績評価指標（ＫＰＩ）」を設定している。「数値目標」は、

　　　各基本目標の達成状況を表し、「重要業績評価指標（ＫＰＩ）」はその

　　　先行指標として、数値目標の達成に向けた施策の達成状況を表す。

　松戸市（以下、「本市」という。）では、平成１０年（１９９８年）４月に、基本構想・

前期基本計画・実施計画からなる松戸市総合計画を策定し、その後、平成２３年

（２０１１年）に、後期基本計画を策定し、「住んでよいまち、訪ねてよいまち」を目指

してまちづくりを進めてきました。

　平成２７年（２０１５年）には、松戸市人口ビジョン・松戸市総合戦略を策定し、平

成２９年（２０１７年）には、総合戦略に掲げた目標を実現するためのアクションプ

ランとして、第６次実施計画を策定し、健全財政の確保を基本とし、できる限り次
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（２０２２年度）から令和１１年度（２０２９年度）までの８年間を含む
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